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考 察

今回試験を実施 した3成分について､その全てにおいて開始 10分間以内に

原ガス濃度の1/10以下まで低減 し､2時間後には1/100以下の濃度となりました｡

よって､光触媒酸化チタンボー ドには高い分解能力があると判断されます｡



公開特許におけるアンモニア中和速度に関する

空気中のアンモニア中和速度係数の求め方

実施例 1の方法に基づいて空気中におけるアンモニア分子が中和に至る時間をボー ドの両

表面積で除した値｡

分子数は

アンモニア水重量と濃度の積から得た値を1モルの量とアボガ ドロ数から求める｡

具体的には

0.047 (g)×0.28 (濃度%)-0.01316 (g)

アンモニア分子 1モルは17g､分子数を6×1023個として算出する

実施例アンモニア数はアンモニア重量から有効数字二桁として4.6×1020個

ボー ドは両面で0.02nfとして

アンモニア中和速度係数

ボー ドAH (酸化チタン :PTFE-9:1)は2.3×1022個/rrf･時間

ボー ドBH (酸化チタン :PTFE-8:2)は0.46×1022個/rrf･時間

ボー ドCH (酸化チタン :PTFE-6:4)は0.095×1022個/rrf･時間

したがって空気中のアンモニアの中和係数は

2.3×1021個/nf･時間以上であること

この性能は

1m3の大気中アンモニア 1000PPM濃度 (4.2×1022個/rrf)をボー ドAHは 1時間以

内に中和してしまうという数値である｡

水溶液中のアンモニア中和速度係数も同様にして

ボー ドAHは0.46×1022個/m2･時間

ボー ドBHは0.095×1022個/rrf･時間

ボー ドCHは0.048×1022個/m2･時間

したがって水溶液中のアンモニアの中和係数は

7.5×1020個/rrf･時間以上であること
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tl"llM業 務 内 容帖

由 各種環境保全に関する測定 ･分析

(悪臭物質･大気･水質･作業環境･各種有害物質)

臣 環境測定機器のメンテナンス業務

田 公害防止装置の性能試験

団 各種化学物質の試験 ･分析
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【ご注意】
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転載するときは､事前に当社の承認を受けて下さい｡




